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生産抑制時の技術対策⑧

～エサの給与順番～

飼料の給与順番をちょっと変えるだけで、乳量・乳成分が向上するだけでなく、飼料費が削

減できたり、乳牛の疾病を減らすことが可能になります。是非、皆さんの牧場でも飼料給与順

番を確認し、改善に取り組んでみてはいかがでしょうか？

１ 飼料の給与順番

朝１番に与えるエサは、唾液をしっかり

出すことができる粗飼料から！（図１）

２ 濃厚飼料の給与量と給与間隔

一回に与える濃厚飼料の量が多すぎ

ると、第一胃内のｐＨが低下しすぎて、

ルーメンアシドーシスの危険が高まり

ます（図２）。

また、濃厚飼料の給与と給与の間隔

が短い場合も第一胃内のpＨを低下さ

せる原因となりますので注意しましょ

う。

①サイレージや乾草などの粗飼料

②ビートパルプやリンゴ粕などの中間

飼料

③濃厚飼料

図１ 反芻による第一胃内pＨの安定

①一度に給与する濃厚飼料は３kgを

上限とする

②濃厚飼料の給与と給与の間隔は３時

間以上空ける

QRｺｰﾄﾞを読み取って
アクセス!!!
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